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現在センターでは、センター事業の一層の充実を図り、皆様のニーズに応じた支援を行うことを目的に賛助
会員を募集しています。事業目的にご賛同いただき、ご加入いただきますようお願い申し上げます。

定期広報誌の提供
中小企業経営に役立つホットな情報を満載した

「産業情報いわて」を毎月1回提供します

中小企業施策情報を随時提供
岩手県の商工施策を満載した「岩手県商工施策利用ガ

イドブック」のほか、希望者には、メールマガジンで国
や各支援機関等での中小企業施策情報を随時提供します

ホームページの広報支援
貴社のホームページをセンターホームページへリンク

（※）

または掲載して支援します
（※）センターのホームページにリンクすることにより検索エンジン
（Google）で貴社のホームページが上位に表示されヒット率が高
まります

支援します。支援下さい。

会員の特典

年会費　１口当たり　20,000円
㈶いわて産業振興センター　総務・金融グループ　TEL 019-631-3820　FAX 019-631-3830
URL http://www.joho-iwate.or.jp　E-mail joho-iwate.or.jp

申込方法及び
問い合わせ先

会　　費

センターの賛助会員を募集していますセンターの賛助会員を募集しています

［月刊］　
平成19年6月10日　

2007.JUN

Vol.63

（財）いわて産業振興センター広報誌　

知的財産を戦略的に活用しましょう⇒６月から募集を開始しました

知的財産を戦略的に活用しましょう⇒６月から募集を開始しました
産業財産権制度シンボルマーク

　みなさまの会社の特許やノウハウなど技術・知的財産を核とした
経営戦略を策定して事業を進めてみませんか。企業の知的財産運用
のステージに応じて弁理士等適切な専門家を紹介し、特許分析、特
許戦略策定、事業化のための評価等により支援します。今年度の募
集企業は3社で、企業のご負担は1/5です。

1 独自技術の活用で経営を進めましょう　＝地域中小企業知的財産戦略支援事業

独自技術の活用で経営を進めましょう　＝地域中小企業知的財産戦略支援事業

　岩手県や国等が進めている研究開発および事業化関連事業に応募
を予定されている企業に対して、特許等の先行技術の調査方法の取
得支援と具体的な先行技術調査導入による研究開発の適正化や事業
化の効率向上を支援します。募集件数は文献調査を含めた総合型が
3件、特許のみの簡易型10件です。

●事業の詳細は、ホームページでもご紹介しております。　問い合せは、新事業・研究開発支援グループ（TEL 019-631-3827）までお願いします。

2 今までの技術をきちっと調査してから開発を始めませんか　＝先行技術調査支援事業

今までの技術をきちっと調査してから開発を始めませんか　＝先行技術調査支援事業

事業利用企業紹介石村工業株式会社

サービス利用満足度調査結果センター事業のご紹介
専門家派遣事業のご案内
イベントカレンダー&インフォメーション
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［月刊］　

平成19年4月10
日　

61Vol.
2007.APRIL（財）いわて産業

振興センター広報
誌　

 県内中小企業の皆様
のお役に立ちます　

2
 ㈶いわて産業振

興センター専務理
事 ごあいさつ

 いわての企業を手堅
く支援　

3
 平成19年度セン

ター組織紹介 

 「青森・岩手・秋
田3県合同商談会」

開催のご案内

8 「ビジネス・マッチング・ステ
ーション」スタート

［月刊］　
平成19年5月10日　

2007.MAY

Vol.62
（財）いわて産業振興センター広報誌　

①産業等用地視察会　13：30～14：15
場　所　産業等用地（ゆいとぴあ盛南204街区現地）
※盛岡駅発着のバスツアーにより参加者をゆいとぴあ盛南現地にご案内し
ます。

※13：25までにアイーナ岩手県民情報交流センター1Fロビー盛岡運転免許
センター前に集合してください。

参加費
無料

②セミナー　14：30～17：00
デジタルプロセス・イノベーション
21世紀に生き残る製造業
セミナー講師　㈱アルモニコス　代表取締役 秋山 雅弘氏
21世紀に製造業が生き残るため、デジタルを設計製造にどう活かしたらよい

かが模索されています。ものづくり企業は、技術の伝承に悩んでいるが、デジタ
ルはそのソリューションに使えるだけでなく、現場でのデジタルの組み込み方が
企業の競争力に反映されます。デジタルの3つの利点、大量のデータ処理、高速、
3次元立体表現の自由制御を使いこなすデジタルプロセス・イノベーションを、
日本企業に植えつけている姿を披露します。

場　所　アイーナ 岩手県民情報交流センター 803会議室
〒020-0045　岩手県盛岡市盛岡駅西通1丁目7番1号
TEL 019-606-1717　http://www.aiina.jp/

定　員　100名

参加費
無料

2007年6月21日（木）

③交流会　18：00～20：00
場　所　ホテルエース盛岡

〒020-0021　岩手県盛岡市中央通2丁目11-35
TEL 019-654-3811
http://www.hotel-ace.co.jp/

会　費　4,500円（予定）

工程改善企業紹介
株式会社水沢鋳工所

外注ニーズ調査結果
コーディネーター・
　アドバイザー紹介
県南広域ものづくり魅力発信
フェスタ出展企業募集
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経営に役立つビデオ・図書の無料貸出
社内研修用ビデオ・企業経営ビデオ（約1,600巻）
及び経営図書（約380冊）を無料で貸し出しします

企業信用情報の提供
東京商工リサーチ等の企業信用情報データを代行検索

のうえ割引
（※）
して提供します

（※）1,260 円／件を 630円／件で提供（但し、代行検索の件数は
15件／年を限度とします）

いわてものづくりアカデミー受講料割引
センターで実施している研修「いわてものづくりアカ

デミー」の受講料が約20％引きとなります

商工労働観光部 平成19年度6月補正予算のポイント　単位：百万円 6月補正額（6月現計額）
ポイント1　｢産業成長戦略｣の着実な推進

ポイント2　県北･沿岸圏域における産業振興

産業集積の促進
半導体関連産業創出推進事業費 新規

（当初）
12.0
（15.1）

企業立地促進奨励事業費補助 継続 307.0
（517.3）

平泉の
世界遺産登録 未知の奥・平泉観光振興事業費 継続 14.5

（15.5）

本県が強みとする産業や潜在力の高い産業を重点的に支援し本
県産業全体の成長を目指します

県北・沿岸地域に潜在する資源を掘り起こし、その付加価値を
高める取り組みを強化します
県北・沿岸地域観光力強化支援事業費 新規（当初）10.8（15.4）
県北・沿岸地域食産業成長戦略事業費 新規（当初）11.2（13.7）
県北地域産業支援強化事業費補助 新規（6月） 1.9（1.9）

ポイント3　様々な課題への対応(中心市街地活性化･雇用対策)
中心市街地活性化や雇用対策など様々な課題への対応を進
めます

自律的まちづくりモデル創出支援事業費 新規
（6月）

7.4
（7.4）

チャレンジド就業支援事業費（能力開発） 継続 10.8
（27.1）

ポイント4　いわて希望ファンド(仮称)の創設
中小企業基盤整備機構の事業を活用し、総額50億円のファ
ンドを組成し、その運用益により、起業・創業や中心市街地
活性化の取組みを支援します

いわて希望ファンド（仮称）組成･推進事業費
【運営管理者】㈶いわて産業振興センター

新規
（6月）

4,501.6
（4,501.6）

県は、このたび平成19年度６月補正予算を編成しました。今年度は知事選のため、当初予算は骨格予算で
したが、今回の補正予算は「肉付け予算」として新規事業や政策的な経費等を中心に編成されたものです。
県商工労働観光部の６月補正予算額は約94億8,900万円、補正後の予算総額は約585億2,500万円〈一般会計〉

（対前年当初比 106.6％）となっています。人口減少社会や地域間競争の中で、本県産業の力強い成長を実現
するため、「産業成長戦略」の着実な推進により、いわての資源や潜在する力を活かした経済的な自立の基盤
づくりを進めます。
今回の補正予算では、県北地域の産業振興を図るためのワンストップの産業支援機能整備や「いわて希望

ファンド（仮称）」の創設などが、センターに関係するものとして盛り込まれています。
６月補正予算の詳細については、県商工企画室企画担当（TEL019-629-5530）までお問い合わせください。
なお、センターに関係する事業については本誌で随時お知らせしていく予定です。


